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履歴書 

2024 年 11 月現在 

 

氏名：久野秀二 

生年月日：1968（昭和 43）年 6 月 16 日 

本籍地：東京都 

現住所：京都市 

 

学歴 

• 1987 年 3 月 筑波大学附属駒場高等学校卒業  

• 1987 年 4 月 京都大学経済学部（経済学科）入学 

• 1991 年 3 月 同上卒業  

• 1991 年 4 月 京都大学大学院経済学研究科修士課程（経済政策学専攻）入学 

• 1993 年 3 月 同上修了 

• 1993 年 4 月 京都大学大学院経済学研究科博士後期課程（経済政策学専攻）進学 

• 1995 年 6 月 同上中退  

• 2001 年 9 月 北海道大学 論文博士学位（農学）取得 

 

職歴 

• 1991 年 6 月 京都府農業会議調査員（～1995 年 4 月）  

• 1995 年 4 月 日本学術振興会特別研究員 DC（～1995 年 6 月）  

• 1995 年 7 月 北海道大学大学院農学研究科農業経済学講座助手（～2005 年 3 月）  

• 1999 年 10 月 酪農学園大学非常勤講師（～2002 年 3 月） 

• 2002 年 7 月 日本学術振興会海外特別研究員（オランダ・Wageningen University, 
Department of Social Sciences, visiting fellow ～2004 年 9 月）  

• 2005 年 3 月 京都大学大学院経済学研究科准教授（～2010 年 11 月） 

• 2010 年 12 月 現職（現在に至る） 

• 2012 年 4 月 オランダ・VU University Amsterdam, Faculty of Social Sciences, Department of 
Political Science, visiting researcher（～2012 年 8 月） 

 

担当授業科目（＊は現在提供中） 

• 京都大学：【学部】農業経済論*、国際農政論*、社会経済学古典研究、演習*、経済英語、【大
学院】国際農業分析、政策論基礎、International Political Economy of Agriculture*／
International Agribusiness Studies*、Field Research in Japan、On-site Research Training*、
Comparative Industry Policy Studies、Critical Consumption Studies*、Comparative Development 
Studies*、Inclusive Rural Development*、Field Research in East Asia*/Europe*、【その他】農業
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政策論（公共政策大学院）、日本事情 A（日研プログラム） 

• 北海道大学：【学部】経済原論、外国書講読、演習、農村調査実習、【大学院】農業市場学 

• 酪農学園大学：【学部】アグリビジネス論、食品産業論 

 

取得学位 

• 1995 年 3 月 修士（京都大学、経済学・経済政策） 

• 2001 年 9 月 博士（北海道大学、農学・農業経済） 

 

所属学会 

• International Sociology Association 

o RC40 (Sociology of Food and Agriculture)  

o RC23 (Sociology of Science and Technology) 

o RC24 (Sociology of Environment) 

• European Society of Agriculture and Food Ethics 

• Rural Sociology Society  

• 日本農業経済学会  

• 日本農業市場学会  

• 政治経済・経済史学会（旧土地制度史学会）  

• 農業問題研究学会 

• 地域農林経済学会 

• 国際開発学会 

• 日本科学者会議 

• その他（non-membership） 

o International Studies Association  

o Asia-Pacific Society of Agriculture and Food Ethics 

o Interpretive Policy Analysis 

 

賞罰 

• 1999 年 4 月 日本農業市場学会奨励賞「農業技術の高度化と農薬市場の再編」  

• 2003 年 4 月 日本農業経済学会賞「アグリビジネスと遺伝子組換え作物」  

• 2004 年 11 月 財団法人農学会日本農学進歩賞「バイオテクノロジーの研究開発と商品化に関
する政治経済学的研究」 
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現在の主要な研究テーマ 

• 多国籍アグリビジネスの CSR イニシアチブ、社会・環境基準を組み入れたフードシステムに
関する事例研究と市民社会組織の対抗運動に関する農業社会学的研究  

• 国連農業食料ガバナンスと多国籍企業行動規範に関する政治経済学的研究 

• 食料安全保障をめぐる国際機関の対応と食料主権をめぐるグローバルな市民社会運動に関す
る言説分析ないし政策過程分析 

• オランダ農業をめぐる二つの対抗する言説と実践に関する（日本を意識した）国際比較研究 

• 都市圏における市民的食農システムの可能性と新型コロナ禍等の外的ショックへの対応力 

• 農業科学技術（バイオテクノロジー）と農業生産力発展の評価に関する農業経済学的および
農業倫理学的研究  
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研究業績 

A. 著書 (単著/共編著) 

1. 辻村英之・久野秀二・坂梨健太責任編集『海を越えてくる食べ物の裏側－食料調達における
SDGs とは』（『季刊 農業と経済』2024 年春号）、英明企画編集 

2. 小林国之・久野秀二・秋津元輝責任編集『深く知りたいあなたへの北海道ガイド－生産の大地
＋暮らしの大地へ』（『季刊 農業と経済』2023 年秋号）、英明企画編集 

3. 久野秀二・池上甲一・西山未真責任編集『現代社会と食の多面的機能－食から眺める、食から
変える』（『季刊 農業と経済』2022 年秋号）、英明企画編集 

4. 秋津元輝・池上甲一・久野秀二責任編集『食と農（いのち）の世界をたてなおす－政策と実践
と知の総合化』（『季刊 農業と経済』2021 年夏号）、英明企画編集 

5. Ruivenkamp G., Hisano S., and Jongerden J., eds., Reconstructing Biotechnologies: Critical Social 
Analyses. Wageningen Academic Publishers, 2008. 

6. 久野秀二『アグリビジネスと遺伝子組換え作物－政治経済学アプローチ』日本経済評論社、
2002 年、370 頁 

 

B. 著書 (分担執筆) 

1. 久野秀二「農業資材産業とグローバル資本による市場・技術・資源・規範の包摂」、松原豊彦・
冬木勝仁編『世界農業市場の変動と転換』（講座 これからの食料・農業市場学１）筑波書房、第
２章：46-79 頁、2023 年 5 月. 

2. 久野秀二「植物遺伝資源と種子ビジネス」、冬木勝仁・岩佐和幸・関根佳恵編『アグリビジネス
と現代社会』筑波書房、第 12 章：201-218 頁、2021 年 9 月. 

3. 久野秀二「世界食料安全保障の政治経済学」、田代洋一・田畑保編 『食料・農業・農村の政策課
題』筑波書房、第 3 章：83-127 頁、2019 年 12 月. 

4. Ke Jinghan and Hisano S., “A Study on Peasants’ Behavior and Peasants’ Niche in Contemporary 
China’s Agri-food Supply System: Evidence from Henan province”. In: L. Augustin-Jean and J-P. Poulain 
eds., Risk and Food Safety in China and Japan. Theoretical Perspectives and Empirical Insights, Chapter 
8: 153-180, Routledge, 2018. 

5. 久野秀二「多国籍アグリビジネス－農業・食料・種子の支配」、桝潟俊子・谷口吉光・立川雅
司編著『食と農の社会学－生命と地域の視点から』ミネルヴァ書房、第 2 章：41-67 頁、2014
年 

6. Ni Hui and Hisano S., "Development of Contract Farming in Chinese Sericulture and the Silk Industry". 
In: Louis Augustin-Jean and Bjorn Alpermann eds., The Political Economy of Agro-Food Markets in 
China: The Social Construction of the Markets in an Era of Globalization, Chapter 9: 236-256, Palgrave 
Macmillan, 2013. 

7. 久野秀二「世界食料市場のフード・ポリティクス」、池上甲一・原山浩介編『食と農のいま』ナ
カニシヤ出版、第 3 章：58-75 頁、2011 年 6 月 

8. 久野秀二「GMO をめぐるポリティクス」、池上甲一・原山浩介編『食と農のいま』ナカニシヤ出
版、第 4 章：81-98 頁、2011 年 6 月 



5 / 23  
 

9. 久野秀二「国連『食料への権利』論と国際人権レジームの可能性」、村田武編『食料主権のグラ
ンドデザイン』農文協、第 5 章：161-206 頁、2011 年 2 月 

10. 久野秀二「多国籍アグリビジネスの事業展開と農業・食料包摂の今日的構造」、農業問題研究学
会編『グローバル資本主義と農業』筑波書房、第 3 章：81-127 頁 2008 年 

11. Hisano S., ‘Ethicisation of Biotechnology, Politicisation of Biotechnology Ethics’. In: Ruivenkamp G., 
Hisano S., and Jongerden J., eds., Reconstructing Biotechnologies: Critical Social Analyses, pp.165-182, 
Wageningen Academic Publishers, 2008. * 

12. Hisano S. and Altoé S.M., ‘Brazilian Farmers at a Crossroads: Biotech Industrialization of Agriculture 
or New Alternatives for Family Farmers?’ In: Otero G. ed., Food for the Few: Neoliberal Globalism and 
Agricultural Biotechnology in Latin America. Chapter 10: 243-265, University of Texas Press, 2008. 

13. Jordan S., Hisano S., and Iizawa R., ‘Conventionalization in the Australian Organic Industry: A Case 
Study of the Darling Downs Region’. In: Holt G.C. and Reed M. eds. Sociological Perspectives of Organic 
Agriculture: From Pioneer to Policy. Chapter 9: 142-156, CABI, 2006. 

14. 久野秀二「世界の食料問題と遺伝子組換え作物」、223-250 頁、大塚茂・松原豊彦編『現代の食
とアグリビジネス』有斐閣、2004 年 

15. Hisano S., ‘Political Economy and Sociology of Agricultural Biotechnology’, Nakamura M. and Lee K.J 
eds., Technology Innovation and Its Relations to Humanities and Social Sciences, pp.45-55, Hokkaido 
University Press, 2003 

16. 久野秀二「国際農業・食料システムの再構築と農業科学技術」、69-102 頁、中野一新・杉山道雄
編『グローバリゼーションと国際農業市場』筑波書房、2001 年 

17. 久野秀二「遺伝子組換え作物・食品の安全性－世界の動向から学ぶ」、125-174 頁、日本農業
市場学会編『食品の安全性と品質表示』筑波書房、2001 年 

18. 久野秀二「マルクス経済学と現代資本主義」、207-227 頁、太田原高昭ほか編『農業経済学への
招待』日本経済評論社、1999 年 

19. 久野秀二「アメリカにおける農業資材産業の展開とバイオテクノロジー」、55-71 頁、中野一新編
『アグリビジネス論』有斐閣、1998 年 

20. 久野秀二「環境問題と史的唯物論」、261-295 頁、鰺坂真・中田進編『現代に挑む唯物論』学習
の友社、1996 年 

 

C. 学術論文 (紀要論文を含む) 

1. Kimura A. H. and Hisano S., “Ethics and Aesthetics of Alternative Protein in Japan”. Back to the Future: 
Sustainable Innovations for Ethical Food Production and Consumption (EurSafe2024 Proceedings), 
Wageningen Academic, pp.99-105, September 2024. https://doi.org/10.1163/9789004715509_016 

2. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(9) アーネム（オランダ）」『季刊 農
業と経済』90 巻 3 号（2024 年夏号）：182-200 頁、2024 年 8 月. 

3. 久野秀二「責任ある持続可能な食料調達をめぐる国際動向－食料輸入依存国・日本で食料主権
を考える」『季刊 農業と経済』90 巻 2 号（2024 年春号）：11-28 頁、2024 年 5 月. 

4. 久野秀二「座長解題：国際シンポジウム「批判的農業食料問題研究の国際動向－フードレジー

https://doi.org/10.1163/9789004715509_016
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ム論およびワーヘニンゲン農村社会学との対話」『農業問題研究』55 巻 1 号：1-7 頁、2024 年 3
月. 

5. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(8) ローマ（イタリア）」『季刊 農業
と経済』89 巻 4 号（2023 年秋号）：206-227 頁、2023 年 11 月. 

6. 久野秀二「フードテックは「未来の食」に貢献できるのでしょうか？植物肉と培養肉を事例に」
『季刊 農業と経済』89 巻 3 号（2023 年夏号）：56-73 頁、2023 年 8 月.  

7. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(7) エーデ（オランダ）」『季刊 農業
と経済』89 巻 2 号（2023 年春号）：222-237 頁、2023 年 5 月.  

8. Hisano, S. “Transformation towards Sustainable Agri-Food Systems: Tangled Confrontations between 
Global Hegemony and Alternative Initiatives”. Japanese Journal of Agricultural Economics. Vol. 25, pp. 
2-4, March 2023. https://doi.org/10.18480/jjae.25.0_2 

9. Ynacay-Nye A., Hisano S., Suryawan A. S., “Alternatives to sustainable seafood certifications: 
Transitions of small-scale fisheries governance in northeastern Japan”. Journal of Rural Studies. Vol.97, 
pp.269-280, January 2023. https://doi.org/10.1016/j.jrurstud.2022.12.002 

10. 久野秀二「「健康的で持続可能な食事」の政治経済学－健康と環境と社会をつなぐ政策に向け
て」『季刊 農業と経済』88 巻 4 号（2022 年秋号）：85-101 頁、2022 年 11 月. 

11. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(6) オランダの社会的市民農園」『季
刊 農業と経済』88 巻 4 号（2022 年秋号）：266-281 頁、2022 年 11 月. 

12. 久野秀二「持続可能な食農システムへの転換－グローバルヘゲモニーと対抗的実践との相克」
『農業経済研究』94 巻 2 号：91-105 頁、2022 年 9 月. 

13. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(5) ミラノ（イタリア）」『季刊 農業
と経済』88 巻 3 号（2022 年夏号）：178-197 頁、2022 年 8 月. 

14. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(4) コペンハーゲン（デンマーク）」
『季刊 農業と経済』88 巻 2 号（2022 年春号）：200-212 頁、2022 年 5 月. 

15. Suryawan A. S., Hisano S. and Jongerden J., "Negotiating halal: The role of non-religious concerns in 
shaping halal standards in Indonesia”. Journal of Rural Studies. Vol.92, pp.482-491, May 2022. 
https://doi.org/10.1016/j.jrurstud.2019.09.013 

16. Hisano S., “Power Dynamics and Discourses behind Climate Smart Agriculture: Global Context and 
Contest”. Journal of Rural Problems, Vol.58, Issue 1, pp.44-51, March 2022. 
https://doi.org/10.7310/arfe.58.44 

17. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(3) ヘント（ベルギー・フランデレン
地域）後編」『季刊 農業と経済』88 巻 1 号（2022 年冬号）：224-235 頁、2022 年 2 月. 

18. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(2) ヘント（ベルギー・フランデレン
地域）前編」『季刊 農業と経済』87 巻 6 号（2021 年秋号）：248-259 頁、2021 年 11 月. 

19. 久野秀二「持続可能な食農システムへの転換－都市の総合的食政策に向けた欧州の挑戦から何
を学ぶか」『季刊 農業と経済』87 巻 5 号（2021 年夏号）：109-123 頁、2021 年 8 月. 

20. 久野秀二「食農システムの転換をめざすヨーロッパ諸都市(1) アムステルダム大都市圏（オラン
ダ）」『季刊 農業と経済』87 巻 5 号（2021 年夏号）：278-289 頁、2021 年 8 月. 

https://doi.org/10.18480/jjae.25.0_2
https://doi.org/10.1016/j.jrurstud.2022.12.002
https://doi.org/10.1016/j.jrurstud.2019.09.013
https://doi.org/10.7310/arfe.58.44
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21. 久野秀二「持続可能な消費と言説的権力－『資本による食の包摂』論への一考察」『立命館食
科学研究』3: 35-47 頁、2021 年 3 月. http://doi.org/10.34382/00014663 

22. 久野秀二「市民的食農システムの可能性－欧米諸国の経験からポストコロナ時代を展望する」
『農業と経済』86(11): 154-167 頁、2020 年 12 月. 

23. 久野秀二「オランダにおける多面的機能型農業・市民的食農システムの可能性と課題」『農業・
農協問題研究』72: 39-54、2020 年 7 月. 

24. 平賀緑、久野秀二「資本主義的食料システムに組み込まれるとき－フードレジーム論から農
業・食料の金融化論まで」『国際開発研究』28(1): 19-37、2019 年 6 月. 
https://doi.org/10.32204/jids.28.1_19 

25. 久野秀二「オランダ農業モデルの多様性－フードバレーの現実と多面的機能を活かした農業の
可能性」『経済論叢』193(2): 1-38、2019 年 4 月. https://doi.org/10.14989/244629 

26. 久野秀二「農業知財に関するバイオパイラシー問題の潮流と今後の課題」『農業と経済』84(11): 
60-78、2018 年 11 月. 

27. Hisano S., Akitsu M. and McGreevy S., ‘Revitalising Rurality under the Neoliberal Transformation of 
Agriculture: Experiences of Re-agrarianisation in Japan’. Journal of Rural Studies, 61: 290-301, July 
2018. https://doi.org/10.1016/j.jrurstud.2018.01.013 

28. 久野秀二「国際通商交渉をめぐる農業関連業界・多国籍企業の動向」『農業と経済』84(3): 33-
45、2018 年 4 月 

29. 久野秀二「誰のための主要農作物種子法廃止なのか」『農業と経済』83(10): 121-135、2017 年
10 月 

30. 久野秀二「主要農作物種子法廃止で露呈したアベノミクス農政の本質」『農村と都市をむすぶ』
788: 42-50、2017 年 6 月. 

31. 久野秀二「遺伝子組換え作物の正当化言説とその批判的検証」『農業と経済』83(2): 62-74、2017
年 3 月. 

32. 久野秀二「多国籍アグリビジネスによる「種子の包摂」の現段階と対抗運動の可能性」『有機農
業研究』8(2): 11-15、2016 年 12 月. https://doi.org/10.24757/joas.8.2_11 

33. 久野秀二「TPP 協定と GMO 規制」『農業と経済』82(2): 28-32、2016 年 3 月. 

34. 冨吉満之、西川芳昭、金氣興、李柱炅、久野秀二「韓国における在来品種の管理状況と関係者の
意識－民間団体・研究機関への調査から」『農林業問題研究』50(1): 49-54、2014 年 6 月. 
https://doi.org/10.7310/arfe.50.49 

35. 冨吉満行、西川芳昭、金氣興、李柱炅、久野秀二「韓国における種子管理に係る諸組織の機能に
関する一考察」『農林業問題研究』49(1): 125-130、2013 年 6 月. 
https://doi.org/10.7310/arfe.49.125 

36. Imaizumi A. and Hisano S., ‘Institutionalisation of Genetic Resource Management with Farmers: Cases 
of Traditional Vegetables in Japan’, Journal of Agricultural Science and Technology B, 3(6): 399-413, 
2013. 
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10. 久野秀二『平成 6 年「田畑売買価格等に関する調査」の結果』、京都府農業会議農政研究資料 94-
88 号、1995 年  

11. 中野一新ほか『平成 5 年度農業構造改善基礎調査報告書－兵庫県東条町古家・岡本地区』近畿
農政局、分担箇所 10-16 頁、1994 年 

12. 岡田知弘ほか『地域産業の再編と農・工・観の総合的発展をめざすまちづくり－京都府与謝郡
加悦町農村実態調査報告書』、京都府農業会議農政研究資料 93-83 号、分担箇所 47-71 頁、1994
年   

13. 久野秀二『平成 5 年「田畑売買価格等に関する調査」の結果』、京都府農業会議農政研究資料 93-
82 号、1994 年  



15 / 23  
 

14. 中野一新ほか『京都府の農業構造と担い手の存在状況－1990 年農業センサス結果分析』、京都
府農業会議農政研究資料 92-79 号、分担箇所 72-95 頁、1993 年 

 

I. 国際学会/国際研究集会/国際セミナー報告 (*は口頭報告者) 

1. Kimura A. H. and Hisano S.*, “Ethics and Aesthetics of Alternative Proteins in Japan”. 2024 
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由論題：九州大学、1993 年 10 月 

 

M. その他の研究報告・講演 

1. 久野秀二「食の多面的機能からアプローチする食農政策転換の試み－欧州諸都市の経験に学
ぶ」、農業・農協問題研究所京都府支部学習会、京都市、2024 年 11 月 16 日. 

2. 久野秀二「アグロエコロジーと世界の流れ－理念と実践をめぐるポリティクス」、農業・農業
問題研究所京都府支部学習会、京都市、2023 年 11 月 25 日. 

3. 久野秀二「持続可能な食農システムへの転換－都市の総合的食政策に向けた欧州の挑戦から何
を学ぶか」、第 4 回公開研究会「地域圏フードシステムの構築をめざして」（一般社団法人フード
システム研究所・京都）、オンライン、2021 年 7 月 14 日. 

4. 久野秀二「オランダ農業の経験から学ぶ－フードバレー構想の現実と多面的機能を活かした農
業の可能性」、農業･農協問題研究会京都府支部研究会「日本農業の将来をめぐる二つの道：輸出
指向型農業か、多面的機能を活かした持続可能な農業か」、京都市、2019 年 11 月 2 日 

5. 久野秀二「農業のありかた、消費者・市民の関わり方を考える－オランダ農業の経験から」、
たねと食とひと＠フォーラム 2019 年度総会記念講演会、明治大学：東京、2019 年 6 月 29 日 

6. 久野秀二「主要農作物種子法廃止問題と私たちの食と農」、伊丹市中央公民館市民講座、伊丹
市：兵庫県、2018 年 8 月 18 日 

7. 久野秀二「種子法廃止後のたねのゆくえ－食料主権と地域の農業・食料・生活を守る視点」、
たねと食とひと＠フォーラム 2018 年度総会記念シンポジウム、明治大学：東京、2018 年 6 月
23 日 

8. 久野秀二「大義なき主要農作物種子法の廃止－日本の農と食はどうなるのか？」、新日本婦人
の会京都府本部・緊急学習会：京都市内、2017 年 4 月 20 日 

9. 久野秀二「大義なき主要農作物種子法の廃止－公的種子事業の役割を改めて考える」、種子を
守る会院内集会：衆議院第一議員会館、2017 年 3 月 27 日 

10. 久野秀二「Food Sovereignty から見る日本、日本から見る Food Sovereignty」、FEAST Food 
Sovereignty Seminar #2：総合地球環境学研究所（京都市）、2017 年 2 月 28 日 

11. 久野秀二「TPP をめぐる多国籍アグリビジネスの動向」、全日農西日本研究集会：京都市、2012
年 10 月 28 日 

12. Hisano, S., ‘Global Food Insecurity under Neo-liberal Food Regime and Rising Food Sovereignty 
Movement’, Guest lecture at Konkuk University, Chungju, South Korea, 27 September 2011.  

13. 久野秀二「TPP の背景と問題点」、緊急シンポ－TPP と大震災で日本の食と農は大丈夫か：神
戸市、2011 年 5 月 29 日 

14. 久野秀二「TPP の背景と問題点－国民の暮らしと農業に及ぼす影響」、農業農協問題研究所・
京都府支部研究会：京都市、2011 年 2 月 5 日 

15. 久野秀二「世界食料危機の構造と国際社会の対応」、芦屋市公民館「芦屋川カレッジ」：芦屋市、
2010 年 10 月 13 日 

16. 久野秀二「世界の食料危機と打開の方向」、農業農協問題研究所・全国研究例会：東京都、2008
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年 8 月 30 日 

17. 久野秀二「食料危機に直面する世界と日本」、芦屋市公民館「芦屋川カレッジ」：芦屋市、2008
年 8 月 23 日 

18. 久野秀二「日本の農業と食料を考える」、大学生協京都事業連－食の安定・安全・安心を考え
るシンポジウム：京都大学、2008 年 6 月 14 日 

19. 久野秀二「倫理的省察は科学と社会を架橋しうるか－農業バイオテクノロジーの場合」、大阪
大学 CSCD サイエンスカフェ@オレンジショップ、2008 年 6 月 4 日 

20. 久野秀二「農業技術開発の現状と食の安全・安心」、第 32 回「食糧の生産と消費を考える」シン
ポジウム（食糧の生産と消費を結ぶ研究会）：筑波、2006 年 3 月 18 日 

21. 久野秀二「遺伝子組換え作物をめぐる情勢と社会への影響」、遺伝子組換え作物に関するシンポ
ジウム（北海道農政部）：札幌、2006 年 3 月 5 日 

22. 久野秀二「遺伝子組換え作物と世界の農業・食料」、第 8 回岐阜シンポジウム「食の安全」：岐阜
市、2005 年 6 月 11 日 

23. 久野秀二「遺伝子組換え作物を考える視点」、北海道有機農業研究会：札幌市、2005 年 1 月 23
日 

24. 久野秀二「技術開発と農業支配」、食糧の生産と消費を結ぶ会 2001 年大会：明治大学、2001 年
3 月 23 日 

25. 久野秀二「日本におけるイネ育種事業とイネゲノム・プロジェクトの動向」、遺伝子組換え作
物・食品を考える世界市民サミット：東京都、2000 年 7 月 15 日 

26. 久野秀二「遺伝子組み換え作物をめぐる社会経済的問題」、1999 北海道科学シンポジウム（日本
科学者会議北海道支部）：札幌市、1999 年 11 月 28 日 

27. 久野秀二「多国籍企業の種子支配について」、大豆畑トラスト運動全国交流集会分科会：山形県
新庄市、1998 年 2 月 14 日 

28. 久野秀二「種子を支配する多国籍企業」、市民フォーラム 2001 春の連続講座：東京都、1998 年
6 月 25 日 

29. 久野秀二「食品産業をとりまく国内外の情勢」、食品同友会セミナー：札幌市、1998 年 5 月 19
日 

30. 久野秀二「WTO 体制と多国籍アグリビジネス」、北海道大学教育学部公開講座：端野町、1997
年 8 月 28 日 

31. 久野秀二「遺伝子組み換え技術とその背景」、遺伝子組み換え食品問題シンポジウム（新婦人北
海道・農民連北海道）：札幌市、1997 年 3 月 22 日 

32. 久野秀二「社会科学はゴミ問題をいかに考えているか・考えるべきか」、1996 北海道科学シンポ
ジウム（日本科学者会議北海道支部）：北海道大学、1996 年 12 月 14 日 

 

N. 学術奨励金・競争的外部資金 

1. 2023-2025 年度：欧州諸都市における地域食政策ガバナンス構築の政治過程に関する研究（科学
研究費補助金・基盤研究(C)、研究代表者：久野秀二） 
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2. 2021-2025 年度：ローカルから食農システムの再生をめざす比較社会・政策研究：コロナ後を見
据えて（科学研究費補助金・基盤研究(A)一般、研究分担、研究代表者：秋津元輝） 

3. 2020-2022 年度：オランダにおける地域食農政策の展開と食料市民の形成に関する研究（科学研
究費補助金・基盤研究(C)、研究代表者：久野秀二） 

4. 2016-2018 年度：オランダ農業モデルの批判的検証とオルタナティブ・モデルの可能性（科学研
究費補助金・基盤研究(C)、研究代表者：久野秀二） 

5. 2013-2015 年度：アグリフードレジーム再編下における海外農業投資と投資国責任に関する国際
比較研究（科学研究費補助金・基盤研究(B)、研究代表者：久野秀二） 

6. 2011 年度：国連「食料への権利」論と多国籍企業規制の課題（公益財団法人 村田学術振興財
団・研究者海外派遣援助、研究代表者：久野秀二） 

7. 2010-2012 年度：国連農業食料ガバナンスと多国籍企業行動規範に関する政治経済学的研究（科
学研究費補助金・基盤研究(C)一般、研究代表者：久野秀二） 

8. 2006-2008 年度：バイオテクノロジー・ガバナンスにおける専門知の学際化に関する国際比較研
究（科学研究費補助金・若手研究(A)、研究代表者：久野秀二） 

9. 2007 年度：Tailoring Biotechnologies 京都会議 2007：農業開発に向けたバイオテクノロジーの
再構築を考える（財団法人 京都大学教育研究振興財団・学術研究活動推進助成） 

10. 2006 年度：農業バイオテクノロジーの学際的リスク評価における倫理的及び政治経済的視点の
役割に関する研究（財団法人 学術振興野村基金・国際交流派遣助成、研究代表者：久野秀二） 

11. 2005-2007 年度：農業市場の制度問題と分析モデルに関する統合的研究（科学研究費補助金・基
盤研究(B)、研究代表者＝岩手大学大学院連合農学研究科・玉真之介教授、研究分担＝農産物市
場と多国籍企業の制度問題） 

12. 2005-2006 年度：GMO リスク評価における倫理と政治経済（昭和シェル石油環境研究助成財
団、一般研究：リスク評価と管理手法、研究代表者：久野秀二） 

13. 2002-2004 年度：農業科学技術の研究開発と普及プロセスにおける社会経済的影響要因に関する
学際的研究（日本学術振興会海外特別研究助成、研究代表者：久野秀二、オランダ王国・ワーヘ
ニンゲン大学社会科学部） 

14. 2001-2002 年度：大豆の生産・流通・消費構造と GMO の影響に関する国際比較研究（科学研究
費補助金・奨励研究(A)、研究代表者：久野秀二） 

15. 1999-2000 年度：農業バイオテクノロジーの研究普及体制と利害調整過程に関する政治経済学的
研究（科学研究費補助金・奨励研究(A)、研究代表者：久野秀二） 

16. 1998-1999 年度：Private Corporations and the Future of East Asian Food and Agricultural Systems
（トヨタ財団、研究代表者：ワシントン州立大学・レイモンド・ジュソーム Jr.准教授） 

17. 1997-1999 年度：価格政策再編下の農産物需給調整の方策に関する主要品目別研究（基盤研究
(B)(1)、研究代表者：北海道大学・三島徳三教授） 

18. 1996-1998 年度： WTO 体制移行下におけるアグロフードシステムと農政再編に関する国際比較
研究（基盤研究(B)(1)、研究代表者：京都大学・中野一新教授） 

19. 1996-1998 年度：農産物種子の生産流通構造の実態とバイオテクノロジー研究開発の動向（北海
道農産物協会、研究代表者：北海道大学・三島徳三教授） 
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